
日
本
の
時
代
史
　
２４

季
武
嘉
也
編

『大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
』

内

田

修

道

本
書
の
構
成
は
、総
論
に
あ
た
る
「大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
」
（季
武
嘉
也
）、

Ｉ
「国
際
連
盟
と
日
本
」
（塩
崎
弘
明
）、
Ⅱ
「中
朝
国
境
と
日
本
帝
国
主
義
」
（林

雄
介
）、
Ⅲ

「政
党
政
治
を
支
え
た
も
の
」
（季
武
嘉
也
）、
Ⅳ

「広
が
り
ゆ
く

大
都
市
と
郊
外
」
（原
田
敬

一
）
、
Ｖ
「大
正
社
会
と
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（桑

山
敬
己
）
、
Ⅵ
「近
代
合
理
性
の
彼
方
を
め
ざ
し
て
」
（今
防
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

本
来
、
総
論
は
以
下
の
個
別
的
論
文
を
総
括
す
る
位
置
に
あ
る
は
ず
だ
が
、
本

書
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
全
体
を
扱
う
こ
と
は
紙
幅
が
許
さ
な
い
の
で
季
武

氏
の

「大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
」
を
紹
介

・
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
総

論
の
構
成
は
、

（
一
）

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
。
「改
造
」
…
…
問
題
視
角
の
提
示

（二
）

「偉
大
」
な
明
治
か
ら

「混
迷
」
の
大
正
へ
…
…
国
家
目
標
が
軍
事

中
心
か
ら
商
工
業
発
展
へ
切
り
替
わ
り
、
政
治
面
で
は
元
老
中
心
の
そ

れ
か
ら
多
く
の
国
民
を
包
含
し
た
政
党
中
心
の
体
制
へ
の
準
備
が
整
え

ら
れ
、
新
た
な
大
正
政
治
の
出
発
点
と
な
っ
た
第
二
次
西
園
寺
内
閣
時

代

（
一
九

一
一
年
八
月
～

一
九

一
二
年

一
二
月
）
か
ら
第
二
次
大
限
内

閣
時
代

（
一
九

一
六
年
四
月
～
一
九

一
六
年

一
〇
月
）

（三
）

第

一
次
世
界
大
戦
と

「挙
国

一
致
」
…
…
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発

し
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
対
欧
米
協
調
か
日
中
提
携
か
を
め
ぐ
る

外
交
と
、
政
権
を
め
ぐ
っ
て
元
老
と
政
党
の
せ
め
ぎ
あ
う
大
限
内
閣
か

ら
寺
内
内
閣
へ
と
展
開
す
る
政
治
過
程
、
そ
し
て
急
激
な
経
済
成
長
に

と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
騰
貴
と
賃
金
の
停
滞
、
生
活
難
の
国

民
の
急
増
、　
一
九

一
人
年
七
月
の
米
騒
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
作
争

議
、
労
働
争
議
が
爆
発
的
に
発
生
、
と
官

。
民
双
方
か
ら
国
民
の
組
織

化
が
急
速
に
進
行
し
た
時
期

（四
）

「改
造
」
論
の
噴
出
…
…

一
九

一
八
年
九
月
に
成
立
し
た
原
敬
政
友

会
内
閣
は

一
方
で
積
極
政
策
を
実
行
し
、
盛
り
上
が
る
普
選
論
に
対
抗

す
る
普
選
脅
威
論
を
唱
え
圧
勝
す
る
政
治
過
程
、
そ
し
て
、
原
が
暗
殺

さ
れ
、
中
心
を
失

っ
て
分
裂
す
る
政
友
会
と
護
憲
三
派
内
閣
で
あ
る
加

藤
高
明
内
閣
成
立
の
政
治
過
程
と
同
内
閣
の
も
と
で
成
立
す
る
普
選
と

治
安
維
持
法
の
意
義

（五
）

政
党
内
閣
時
代
…
…
政
党
内
閣
が
直
面
し
た
四
つ
の
国
難
、
①
疑
獄

事
件
の
頻
発
に
み
る
政
治
国
難
、
②
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
に
よ
る
経

済
国
難
、
③
共
産
主
義
思
想
の
広
が
り
に
見
る
思
想
困
難
、
④
中
国
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抵
抗
運
動
に
み
る
満
蒙
権
益
の
脅
威
と
い
う
国
難
、

こ
の
国
難
に
対
す
る
政
党
内
閣
の
対
応
と
こ
の
国
難
に
盛
り
上
が
ら
な

い
国
民
の
動
静

以
上
の
五
節
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

著
者
が
如
何
な
る
視
点

・
視
角
で
こ
の
大
正
期
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
か
、

少
し
詳
し
く
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
大
正
期
か
ら
満
州
事
変
ま
で
の
日
本
の
足

跡
を
概
観
す
る
に
当
た
っ
て
二
つ
の
留
意
点
を
提
示
し
て
い
る
。

第

一
の
留
意
点
は
、
対
外
的
問
題
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
列
強

の
仲
間
入
り
を
は
た
し
、
辛
亥
革
命
や
第

一
次
世
界
大
戦
を

へ
て
日
本
自
身
の

積
極
的
攻
勢
が
国
際
秩
序
を
動
揺
さ
せ
る
も
の
と
し
て
他
国
か
ら
認
識
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
戦
後
は
五
大
強
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
国
家

総
力
戦
を
戦
っ
た
欧
米
列
強
は
戦
時
か
ら
制
度
的
大
改
革
を
を
行
い
、
そ
の
影

響
が
ソ
連
の
誕
生
、
君
主
制
国
家
の
激
減
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
登
場
と
国
家
の

存
在
自
体
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
最
大

の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
登
場
し
、
中
国
も
反
日
運
動
を
契
機
と
し
て
民
族
運
動
が

勃
興
し
た
。
著
者
は
こ
う
し
た
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
を
「世
界
の
中
の
日
本
」

の

「
や
っ
か
い
な
問
題
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
の
留
意
点
を
第

一
の

問
題
よ
り
も

「も

っ
と
厄
介
な
問
題
」
と
し
て

「国
民
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

第

一
次
護
憲
運
動
の
民
衆
の
動
向
、
そ
れ
に
続
く
米
騒
動
、
労
働
争
議

。
小
作

争
議
の
頻
発
、
普
選
運
動
の
高
揚
は
国
民
の
存
在
を
度
外
視
す
る
如
何
な
る
政

治
も
意
味
を
持
た
な
か

っ
た
が
、　
一
方
で
こ
の
国
民
は
政
治
家
、
知
識
人
が
想

定
す
る
ほ
ど
単
純
な
存
在
で
な
く
、
実
際
彼
ら
の
動
き
は
突
発
的
、
気
ま
ぐ
れ
、

_29_



か
つ
爆
発
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

っ
た
不
気
味
な
存
在
で
あ
っ
た
と
「国
民
問
題
」

を
位
置
づ
け
、
そ
の
上
で
国
家
と
国
民
を
媒
介
す
る
運
動
、
こ
の
三
者
の
葛
藤

を
軸
に
据
え
て
こ
の
時
期
を
描
き
出
す
こ
と
が
本
論
の
中
心
を
な
す
視
角
で
あ

る
と
い
う
。

著
者
は
明
治
期
は
日
本
が
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
西
欧
、
ア
メ
リ
カ

・
ソ
連
と

い
う
大
国
が
自
由
主
義

・
共
産
主
義
と
い
う
新
た
な
旗
印
を
掲
げ
て
台
頭
し
、

日
本
の
目
指
す
べ
き
モ
デ
ル
は
拡
散
し
、
そ
う
し
た

「世
界
的
基
調
」
が
日
本

国
内
に
も
波
及
し

「改
造
」
「解
放
」
「建
設
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
し
、
単
純

に
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
本
書
で
は

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ト
」
を
も

含
ん
だ

「世
界
的
基
調
」
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
本
国
家
と
日
本
国
民
の
実
情

に
即
し
た
形
で
体
制
の
変
革
を
志
向
し
た
思
想

・
運
動
を

「改
造
」
と
定
義
し

て
い
る
。
こ
の
思
想

。
運
動
が
、
著
者
が
国
家
と
国
民
を
媒
介
す
る
三
者
の
葛

藤
と
い
う
場
合
の
核
心
的
な
視
角
な
の
で
あ
る
。

こ
の
序
論
で
の
問
題
は

「
厄
介
な
国
民
」
と
い
う
視
角
で
あ
る
。
「厄
介
な
」

と
い
う
形
容
詞
は
支
配
側
か
ら
み
た
国
民
の
状
態
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
つヽ
。

最
初
に
注
目
す
る
の
は
、
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
に
見
る
国
民
像
と
第

一
次

護
憲
運
動
に
見
る
国
民
像
で
あ
る
。
前
者
に
対
し
て
は

「非
難
さ
れ
る
べ
き
」

評
価
を
と
も
な

っ
た

「厄
介
な
国
民
」
で
あ
り
、
護
憲
運
動
に
結
集
し
た
国
民

は

「与
論
を
制
度
化
す
る
側
面
」
を
も

つ
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
対
比
が
成
立
す
る
の
は
前
者
と
後
者
が
同

一
の
階
層
に
属
す
る
人
々
で
あ

る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
論
証
が
で
き
な
け
れ
ば
著
者
が
創
作
し
た
物
語
で
あ
る

シ
」
い
えヽ
卜
で
つ
。

一
九
二
五
年
三
月
に
大
限
内
閣
が
実
施
し
た
第
二
五
回
総
選
挙
で
の
与
党
の

勝
利
に
は
、
新
し
い
選
挙
方
法
で
日
露
戦
後
に
騒
擾
を
お
こ
し
た
国
民
を
選
挙

制
度
と
い
う
近
代
的
な
体
制
の
中
に
誘
導
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
選
挙
と
い
う

評
価
が
与
え
ら
れ
、
元
老
の
推
す
寺
内
内
閣
成
立
に
際
し
、
加
藤
ら
憲
政
会
を

設
立
し
、
護
憲
運
動
を
試
み
る
が
失
敗
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
気
ま
ぐ
れ
な
粗

暴
な
国
民
を
誘
導
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
組
織
化
に
失
敗
し
た
と
い
う
評

価
が
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
暴
動
に
参
加
し
た
国
民
と
政
党
が
組
織
化
す
る

者
と
が
同

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
党
内
閣
制
時
代
、
金
融
恐
慌
下

「
国
難
」
に
立
ち
向
か
う
政
党
内
閣
が

「国
難
」
を
訴
え
て
も
国
民
は
そ
れ
ほ
ど
熱
狂
的
に
反
応
し
な
か
っ
た
と
述
べ
、

「政
治
的
に
熱
狂
す
る
当
事
者
か
ら
判
定
を
下
す
見
物
人
、
『客
分
」
に
な
っ
た
」

と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。
著
者
が
言
う

「貧
し
い
特
定
部
分
同
士
が
大
連

合
し
既
成
体
制
の
打
破
に
向
か
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
認
識
は
頸
を
か

し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
貧
し
い
人
々
が
自
ら
の
要
求
を
政
治
に
求
め
る
シ
ス
テ

ム
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
田
中
内
閣
時
代
の
昭
和
三
年

二
月
に
実
施
さ
れ
た
普
選
か
ら
で
あ
り
、
漸
く
自
ら
の
要
求
を
制
度
化
す
る
手

だ
て
を
得
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
選
挙
で
は
無
産
諸
派
は
八
名
で
あ

っ
た
が
、

昭
和

一
二
年
に
は
社
会
大
衆
党
は
三
二
名
も
の
当
選
者
を
出
し
て
い
る
。
こ
の

事
実
を
著
者
は
ど
う
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
確
か
に
国
民
が

「客
分
」

で
あ
る
た
め
に
政
党
内
閣
は
つ
ぶ
れ
た
と
は
い
っ
て
い
な
い
が
、
私
に
は
そ
う

読
め
る
。

著
者
は
、
大
正
中
期
急
激
な
経
済
成
長
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
物
価

騰
貴
と
賃
金
の
停
滞
、
生
活
難
の
国
民
が
急
増
、　
一
九

一
人
年
七
月
の
米
騒
動

を
は
じ
め
と
し
て
、
小
作
争
議
、
労
働
争
議
が
爆
発
的
に
発
生
、
そ
う
し
た
状

況
の
も
と
官

。
民
双
方
か
ら
国
民
の
組
織
化
が
急
速
に
進
行
、
農
民
組
合

・
労

働
組
合
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
組
織
さ
れ
、
差
別
を
克
服
主
張
す
る
新
婦

人
会
協
会
、
全
国
水
平
社
が
設
立
さ
れ
、
官
も
協
調
会
を
設
立
、
産
業
組
合
の

活
性
化
、
愛
国
婦
人
会
に
よ
る
農
村
託
児
所
設
置
や
大
日
本
青
年
団
の
設
立
な

ど
が
行
わ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
も
そ
も
国
民
の
組
織
化
は
地
方
自
治
制
の
実
施
、

そ
の
枠
内
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
関
係
に
あ
る

組
織
と
し
て
農
会
や
産
業
組
合
、
衛
生
会
、
青
年
団
、
在
郷
軍
人
会
な
ど
が
明

治
末
ま
で
に
作
ら
れ
、
強
化
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
な
に
も
こ
の
時
期
に
限

つ

た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
官

・
民

。
政
党
に
よ
る
国
民
の
取
り
合
い
と
い
う
評

価
に
は
疑
間
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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